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戦
後
の
十
数
年
問
に
、
端
な
く
も
禅
籍
に
親
し
む
よ
う
に
な

っ

た
私
は
、
長
年
月
に
亘

っ
て
度
々
の
禍
乱
に
遭
遇
し
な
が
ら
、
尚

遺
存
す
る
書
冊
の

豊
富
さ
に
、

今
更
感
嘆
せ
ぎ
る
を

得
な
か

っ

た
。
そ
の
間
私
の
触
目
せ
る
も
の
は
、
考
究
目
的
の
関
係
上
、
も

と

よ
り
九
牛
の

一
毛
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
た
ま
た

ま

東
陽
英
朝
の
伝
歴
に
就

て
、

従
来
先
学
が

説
述
し
来

っ
た
所

に
、
小
異
を
感
ず
る
よ
う
な
文
字
に
逢
着
す
る
事
が
あ

っ
た
の
で

あ

る
。
そ
れ
ら
は
恐
ら
く
、
宗
門
内
の
有
識
に
取

っ
て
は
、
既
に

熟
知
に
属
す
る
事
だ

っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
然
し
門
外
漢
の
側

よ
り
す
る
な
ら
ば
、
な
お
無
下
に
黙
過
し
難
い
よ
う
に
も
思
わ
れ

た
の
で
、
こ
こ
に
卑
見
を
披
渥
し
よ
う
と
し
た
次
第

で
あ
る
。

1

応
仁
の
大
乱
は
、
日
峰
宗
舜
の
苦
心
経
営
に
始
ま

っ
た
法
山
の

中
興
を
、

容
赦
な
く
撃
砕
し
た
。
『妙
心
寺
記
』
に
、
「
兵
火
連
γ

月
、

一
日
凶
虜
大
襲
=
山
門

一、
破

堂

舎

一屠
=林
丘
一、
條
忽
間
寺

成
二
瞬
櫨
紬突
L
と
伝
え
る
が
如
く
、
夕
雲
雀
飛
び
立

つ

一
面
の
焦

土
を
眺
め
て
は
、
関
山
の
児
孫
に
非
ず
と
も
、
等
し
く
落
涙
を
禁

じ
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
こ
の
時
丹
波
八

木
の
竜
興
寺
に
在

っ
た
、

一
派
の
首
領
雪
江
宗
深
は
、
「聞
二華
園

廃

一、
莞
爾
而
笑
且
謂
r衆
言
、
二
三
子
勿

γ歎
焉
、
是
細
事
也

(申

略
)
興
廃
有
7時
、

華
園
不

復

春
一也
乎
」

と
、

既
に
心
中
期
す

る
所
が
あ

っ
た
と
い
う
。
け
だ
し
細
川
氏

の
法
城
外
護
に
就
て
、

深
く
信
ず
る
も
の
が
あ

っ
た
も
の
と
思
う
。
果
せ
る
哉
、
妙
心
寺

の
再
建
は
、
着
々
実
を
結
ん
で
行

っ
た
。
竜
宝
山
の

『
春
浦
録
』

に
、妙

心
禅
寺

落
成
　
野
釈
過
訪
日
矢
二野
偶

晒奉
一一呈

竜
安
堂
頭
和

尚
狙
傍
一以
展
二賀
沈
一云

喋
堂
惟
濤

燕
賀
今
見
=大
厘
新
一

作
家
宗
匠
活
=機
輪

一

一
茎
草
現
二法
王
刹
一

万
古
花
園
不
老
春

と
見
え
る
。

「大
慶
」
と
あ
る
所
よ
り
推
考
し
、

此
は

『花
園
遺

臭
録
』
所
掲
の
、
「
方
丈
上
梁
銘
」
の
年
紀
、
「交
明
九
年
丁
酉
五
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月

十
二
日
」
以
後
、
翌
十
年
二
月
に
行
わ
れ
た
、
授
翁
百
年
忌
に

至

る
間
の
事
に
考
定
さ
れ
よ
う
か
。
こ
こ
に
い
う

「
竜
安
堂
頭
和

尚

」
は
、

勿
論
雪
江
な
る
べ
く
、

「依
然
と
し
て
正
法
山
主
た
る

名
義
を
失
わ
な
か

っ
た
」
よ
う
で
は
あ
る
が
、

(妙
心
寺
史
)
個
人

的

に
は
、
竜
安
堂
頭
和
尚
で
通

っ
て
い
た
様
子
が
知
ら
れ
る
わ
け

で
あ
る
。

然
し
な
が
ら
、
当
年
の
山
内
堂
塔
の
詳
細
な
景
観
に
就
て
は
、

拠

る
べ
き
文
献
の
存
す
る
事
を
聞
い
て
い
な
い
し
、
兎
も
角
、
百

廃
威
興
と
い
う

状
態
ま
で
に
は
、

立
到
ら

な
か
っ
た
に
相
違
な

い
。
又
た
と
い
再
興
さ
れ
元
建
物
に
し
て
も
、
其
処
に
は
お
の
ず

か
ら
、

軽
重
賓
主
の
差
が

見
ら
れ
た
事
と

思
う
。

こ
の
事
は
、

『
雪
江
録
』
所
掲
の
、
東
陽
の
手
に
成

っ
た

呈
=瑞
竜
悟
漢
和
尚
'

正
法
山
頭
三
祖
師
之
塔
品
立
而
衡
梅
院
独
未
レ
構
二
饗
堂

一農
香

夕
灯
風
吹
日
爽
者
半
紀
突
明
年
当
二
七
周
忌

一
亦
恐
使
=
人
白
地

燵
拝
一也

(下
略
)

の
勧
化
状
に
、
文
明
十
八
年

六
月
に
示
寂
し
た
、
雪
江
そ
の
人
の

塔

に
さ
え
、
昭
堂
を
見
ぎ

る
も
の
、
既
に
数
年
に
及
ん
だ
と
い
え

る
に
徴
し
て
も
、
そ
の
情
景
を
髪
髭
す
る
に
苦
し
く
な
い
の
で
あ

る
。所

で
、
こ
の
東
陽

の
勧
化
状
が
、
実
は
私
の
関
心
事
の

一
つ
な

の
で
あ
る
。

こ
の

一
文
は
、

『雪
江
録
」

の
附
載
の
体
裁
と
辞
句
か
ら
判
断
し

て
、
同
録
の
刊
行
さ
れ
た
明
和
二
年

(
一
七
六
五
)
よ
り
早
く
、
宝

永
六
年

(
一
七
〇
九
)
に
上
梓
さ

れ

て

い

る

『少
林
無
孔
笛
』
か

ら
、
そ

っ
く
り
転
載
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
両
者
を
比
較
す

る
に
全
く
同

一
文
で
あ
る
。

然
し
な
が
ら
、

『無
孔
笛
』
よ
り
も

更

に
早
く
、
寛
永
十
六
年

(
=
ハ
三
九
)
に
作
成
さ
れ
た
、
大
興
心

宗
禅
師

「
旧
刊
行
状
」

(「虎
穴
録
」
収
載
)
に
引
く
所
の
も
の
は
、

そ
の

一
部
分
だ
け
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
引
用
の
原
典
を
異
に
し

た
と
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

む

む

む

む

む

東
陽
禅
師
日
衡
梅
院
独
未
構
昭
堂
明
年
当
七
周
忌
愚
熟
思
之
開

む

む

む

む

む

山
申
興
両
塔
共
是
瑞
竜
堂
頭
法
兄
大
禅
師
曽
仮
作
新
也
然
今
先

む

む

む

む

む

師

一
塔
何
不
顧
恋
也
耶
不
可
不
勧
発
者
乎
遙
垂
高
竪
特
出
隻
手

む

む

む

庶
幾
乎

然
る
に
、

『東
海
鉄
毘
喬
』
な
る

一
冊

子
ー
此
は
偶
集
の
名
で

あ

っ
て
、
そ
の
意
味
は
、
往
昔
州
人
指
し

て
曰
え
る
所
の

「
犬
山

会
下
」
、

即
ち
瑞
泉
道
場
の
、

偶
頬
集

の
謂
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ

る
。
題
名
の
由

っ
て
来
る
所
以
の
も
の
は
、
開
山
日
峰
宗
舜
の
、

「
奇
哉
東
海
鉄
毘
喬
、
建
化
門
中
称
三
一尊

一

誰
識
老
婆
心
切
処

鴛
鴛
誘
出
証
二児
孫

一」
に
あ
り
、
そ
れ
が
ま
た
人
の
知
る
、
義
天

玄
承
の
、

「丼
=
呑
東
海
鉄
箆
喬

一

刹
界

三
千

一
等
昏
」

に
続
く

の
で
あ
る
。

な
お
こ
の
本
に
は
、

「天
文

十
八
稔
己
酉
八
月
十
三

日
東
林
南
欄
下
下
=朱
点
一了
突
」
の
識
語

が
存
し
て
い
る
。
i
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の
中
に
、

「
旧
刊
行
状
」
の
引
用
原
典
に
、

略
々
相
当
す
る
全
文

が
載
せ
て
あ
る
の
で
あ
る
。

む

む

　

　

む

む

○
正
法
山
頭
三
祖
師
之
塔
品
立
而
衡
梅
卵
塔
未
γ
営
=
昭
堂
一農

む

む

香
夕
灯
風
吹
日
災
者
半
二
紀
干
弦
一
　
明
年
当
二
七
周
忌
一
亦
恐

使
二
人
白
地
蛙
拝

一也
劣
弟
薄
福
住
山
百
計
無
γ
補
毎
二
謄
礼
一
自

り

む

て
　

む

む

む

む

む

む

む

以
悦
銀
而
巳

熟
思
ン
之
開
山
中
興
両
塔
共
是
瑞
竜
堂
上
大
和

む

　

む

む

む

む

む

尚
曽
所
二作
新
一也
然
今
先
師

一
塔
蓋
一一
顧
恋
一
也
耶
蓋
鐘
之
在
=

む

む

む

　

於
筍
虞

一必
待
y
撞
鳴
焉
不
γ可
レ
不
二
勧
発
一
者
乎
傍
賦
=
小
偶
一

む

む

　

む

む

む

呈

=
上

狙

床

下

一傭

望

遙

垂

三
局
竪

一特

出

一一
一
隻

手

一
庶

幾

三
乎

　

一
茎
草
上
忽
現
二項
楼
玉
殿
一也
不
=亦
盛
一哉

懇
求
示
教

英

朝
九
拝

梅
陽

一
塔
甕
二雲
端
一

無
γ殿
無
γ廊
香
火
寒

業
債
難
レ償
七
年
夢

止

楴
黄
葉
掃
γ増
看

猪
児
年
小
春
如
意
珠
日

こ
れ
に
は
題
な
ど
付
い
て
は
い
な
い
し
、
又
無

い
の
が
当
然
で
あ

ろ
う
。

「
明
年
」

「
七
周
忌
」
と
あ
り
、
又

「
半
紀
」
ー

六
年
1

と
あ
る
事
か
ら
、
雪
江
遷
化
の
交
明
十
八
年

(
一
四
八
六
)
か
ら
数

え
て
、
延
徳
三
年

(
一
四
九
一
)
の
所
作
で
あ
る
事
は
、
従
前
認
定

さ
れ
た
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、菰
に
「
猪
児
年
小
春
」
と
見
え
る
事

に
よ
り
、
辛
亥
年
-
延
徳
三
年
-
十
月
の
事
だ

っ
た
と

一
層
は
っ

き
り
す
る
の
で
あ
る
。
な
お
こ
の
状
の
書
き
ぶ
り
か
ら
は
、
ど
う

も
悟
漢
宗
頓
に
宛
て
て
、
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

と
い
う
よ
り
も
、

寧
ろ

悟
漢
に
対
し
送
ら
れ
た
も
の
に

は
、
こ
と
さ
ら

「
瑞
竜
法
兄
禅
師
」
と
、
書
き
替
え
て
あ
っ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
延
徳
三
年
十
月
に
、
東
陽
が

一
体
何
処
に
在

っ
て
、
こ
の

状
を
書

い
た
の
か
を
、
問
題
に
取
上
げ
て
み
よ
う
と
思
う
の
で
あ

る
。之

よ
り
先
、
東
陽
が
、
文
明
十
七
年

(
一
四
八
五
)、

花
園
の
堆

雲
奄
に
入
住
し
た
と
認
め
ら
れ
る
事
は
、
『
少
林
無
孔
笛
』
の
「住
二

堆
雲
輩

語
舗

計
七
」
の
文
字
に
よ
.
て
、
改
め
て
論
議
す
る
必

要
も
無
い
。
ま
た
、
翌
十
八
年

(
一
四
八
六
)
に
就
て
も
、
六
月
二

日
に
入
寂
し
た
衡
梅
雪
江
老
師
に
関
し
、

「雪
江
先
師
忌
」

と
あ

る
拮
香
法
語
が
、

「堆
雲
奄
語
」
の
中
に
置

か
れ
て
い
て
、

そ
れ

に
、

「
珍
重
梅
陽
三
尺
土
、

活
=埋
洋
喚
罵
天
翁
一」
と
言

っ
て
い

る
以
上
、
掩
土
を
指
せ
る
偶
と
見
て
然
る

べ
く
、
更
に
は
、
自
分

の
撰
し
た
雪
江

「行
状
」
に
も
、

(雪
江
録
附
載
)

(上
略
)
諸
徒
以
二遺
命
一奉
二全
身
一露
二
於
正
法
山
西
南
衡
梅
院

之
塔

一嗣
二
師
法

一
者
大
心
景
川
隆
和
尚
瑞
竜
悟
漢
頓
和
尚
竜
潭

特
芳
傑
和
尚
堆
雲
英
朝
四
人
也

と
記
し
て
い
る
か
ら
、
引
続
き
堆
雲
に
住

せ
る
も
の
と
認
め
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

所
が
、
翌
長
享
元
年

(
一
四
八
七
)
の
事

に
な
る
と
、
全
然
手
掛
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り

が
無
い
。
そ
し
て
突
如
、
翌
々

「
長
享
戊
申
之
秋
解
一一竜
興
印
一

而
間
=居
干
堆
雲
一突
中
秋
云
臨
レ衆
或
請
=和
γ月
垂
示
一
漫
作
=
一

偶

一代
ン之
」
と
い
う
、

「
今
夜
堆
雲
三
五
月
、

非
γ
禅
非
レ道
自
清

奇

」
が
伝
え
ら
れ
る
の
で
、
(無
孔
笛
)
こ
の
間
竜
興
に
潜
ん
だ
も

の
と
考
え
る
の
外
は
な
く
、

当
然
ま
た
、

「
今
歳
戊
申
灯
夕
雪
晴

樹
首
座
醗
然
有
二
省
勤
志
一米
山
無
=物
可
ツ脇
聯
用
一一祖
師
旧
韻

一以

壮
二行
色

一云
」
の

一
偶
は
、
帰
奄
に
先
立

つ
同
年
春
、
米
山
に
於

て
の
も
の
と
見
ら
れ
よ
う
。

か
く
し
て
再
度
堆
雲
に
入
住
後
の
、

翌
長
享
三
年

(
一
四
八
九
)

1
八
月
改
元
延
徳
ー
に
就
て
は
、
「堆
雲
奄
語
」
の

「
示
衆
」
の
、

「
将
謂
江
山
入
=戦
図

一、
元
来
日
月
低
一一秦
樹
一」
云
々
の
末
尾
に
、

碍
箋

ハ籍

謹
齢

鍵
L
と
の
註
記
が
見
え
る
の
で
、

将
軍
義
尚
が
、
近
江
鈎
の
御
陣
に
卒
し
た
三
月
過
ぎ
ま
で
は
、
確

か

に
住
庵
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
八
朔
に

至
り
、
師
兄
特
芳
禅
傑
退
去
の
後
を
承
け
、
終
に
法
山
に
晋
む
事

に
な

っ
た
と
、

一
般

に
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
(妙
心
寺

史

・
妙
心
寺
六
百
年
史
)

住
山
録
の
類
を
披
見
し
た
こ
と
の
無

い
私
に
は
、
東
陽
の
妙
心

晋

住
の
正
確
な
日
時
を
、
そ
う
し
た
傍
証
に
依

っ
て
確
か
め
る
事

は
出
来
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
夙
く

「
侍
者
某
等

編

輯
」
に
か
か
り
、
大
春
元
貞
の

「
幾
乎
二
十
霜
」
に
垂
ん
と
す

る
、

「校
定
」
を
経
た

『少
林
無
孔
笛
』
が
、

ど
う
し
て
法
山
入

住
と
い
う
よ
う
な
格
別
の
日
時
に
就
て
、
之

を
明
記
し
な
か
っ
た

の
か
と
考
え
る
と
、
傍
証
の
存
否
自
体
に
も
、
疑
い
が
無
い
で
は

な
い
。
そ
こ
で
、
脚
下
を
見
直
す
事
に
よ

っ
て
、
も
う

一
度
法
山

入
住
の
時
期
を
、
考
え
て
み
よ
う
と
思
う

の
で
あ
る
。

『
少
林
無
孔
笛
』
の

「
妙
心
禅
寺
語
」

の
、
法
語
の
配
置
を
子

細
に
討
査
す
る
と
、

先
ず
入
院
の
諸
法
語

の
後
、

「
開
燈
」
の
示

衆
に
初
ま

っ
て

「
騰
旦
」
ま
で
の
語
が
あ
り
、
次
に

「
五
月

一
日
」

か
ら

「
冬
至
上
堂
」
ま
で
が
あ

っ
て
、

そ
し
て
、

「
師
因
γ患
レ歎

不
γ下
レ帽
而
祝
聖
上
堂
」
に
続
い
て
い
る
事
が
分
る
。
で
之
を
、

『
東
海
鉄
毘
嵜
』
所
載
の
、

微
笑
侍
真
見
百
丈
適
値
二祖
忌

一之
初
頗
嘆
二
無
供
養

一
遂
自
抜
レ

貧
設
=白
粥

一
堂
一其
志
可
ン親
　
前
五
日
者
人
日
也
曽
袖
=香
井

激
力

偶

一来
一一於
室
中

一告
以
二先
人
七
周
之
農

'也
然
余
春
来

□

漱
特

　

　

甚
不
γ能
二顛
和

一焉
因
循
至
γ此
不
γ獲
γ
黙
心
激
励
依
γ
韻
者

一

章
併
以
謝
二蕨
玉
誠
一云
γ爾

一
念
阿
僧
砥
劫
灰

刀
山
剣
樹
喝
成
7
埃

等
閑
拮
得
七
年
夢

写
作
一一小
詩

一回
二
向
梅

一

(閏
)

延
徳
壬
子
春
王
正
月
十
二

東
陽

(時
)

見
公
侍
者
吐
二露
胸
中
五
逆

一以
報
=
郎
罷
之
思
一
干
γ岩
人
日
也

管
外
落
梅
自
然
瓢
γ雪
若
認
為
二返
魂
香
一
則
錯
了
也

の

一
文
に
照
応
す
る
と
、
延
徳
壬
子
四
年

(
一
四
九
二
)
の
年
朝
に

当
り
、
東
陽
が
激
し
い
咳
漱
に
悩
ん
で
い
た
事
実
が
、
よ
く
符
合
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す
る
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
こ
の
異
例
の
、
著
帽
祝
聖
の
年
か
ら
逆

算
し
て
、
前
々
年
、
即
ち
延
徳

二
年
の
、
開
櫨
ー
十
月

一
日
-
以

前
に
、
彼
が
入
山
し
た
と
い
う
事
も
、
此
に
到

っ
て
瞭
然
た
る
も

の
が
あ
ろ
う
と
思
う
が
如
何
で
あ
ろ
う
。

『妙
心
寺
史
』

に
、

「
英
朝
が

衡
梅
院
に
塔
主
た
る
時
、

師

(悟
渓
)
に
こ
の
工
事
を
勧
誘
し
た

一
文
が
あ
る
」
と
、
記
し
て
い

る
真
意
に
関
し
て
は
、
洵
に
了
解

に
苦
し
む
所
で
あ
る
。
先
師
の

小
祥
忌
大
祥
忌
に
、
際
会
し
た
筈
の

一
両
年
さ
え
、
確
か
に
米
山

の
竜
興
寺
に
過
し
た
と
見
え
る
東
陽
が
、
「明
応
七
年
戊
午
四
月
」

方
丈
上
棟

(雪
江
録
)
以
前
の
、
手
狭
さ
が
想
わ
れ
る
衡
梅
院
に
、

守
塔

比
丘
と
し
て
起
居
し
た
時
が
、
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
ろ
う

か
。
兎
も
あ
れ
そ
の
事
は
、
今
私
の
取
上
げ
て
い
る
、
当
面
の
聞

題

の
解
答
に
は
、
さ
し
て
関
り
は
な
い
も
の
と
思
う
。
即
ち
、
私

は
ど
こ
ま
で
も
、

東
陽
は
延
徳
二
年
、
(
一
四
九
〇
)
法
山
に
入
山

し
た
の
で
あ

っ
て
、
在
任
二
年
目
の
亥
の
年
十
月
に
、
正
法
山
住

持

と
し
て
、
勧
化
状
を
発
し
た
も
の
と
信
ず
る
か
ら
で
あ
る
。

序
を
以
て
附
記
す
る
に
、
東
陽
が
先
の
見
公
侍
真
に
与
え
た
偶

だ

け
は
、
『
無
孔
笛
』
に
も
、
「春
日
和
一一某
人
七
周
忌
韻
一」
の
題

下

に
見
え
る
の
で
、

之
に

よ

っ
て

「
歴
歳
勤
労
」
の
校
定
者
等

も
、
終

に
詩
序
の
存
す
る
事
を
知
ら
な
か

っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ

る
。

ま
た
勧
化
状
に
答
え
た
、

「金
宝
堂
上
大
和
尚
」

「
竜
光
堂

頭
」
、

並
び
に

「
梅
奄
漆
桶
老
人
」
に
対
す
る
謝
礼
の
偶
が
、

こ

れ
亦

『
無
孔
笛
』
と

『
雪
江
録
』
と
に
掲
げ

て
あ
る
が
、
梅
庵
老

人
万
里
周
九
に
対
し
、
「去
冬
梅
蕎
漆
桶
老
人
観
二余
化
縁
小
偶
於

金
宝
山
中
一轍
和
二
一
章
一」
と
い
え
る
も
の
に
就
て
は
、
幸

い
『梅

花
無
尽
蔵
』
に
、

欽
奉
レ寄
二
妙
心
堂
上
師
厳
押

一祝
二
慶
祖
塔
之
輪
奥
一
兼
録
=
呈

瑞
竜
大
和
尚
狙
側
一伏
希

建
立
門
頭
設
二
話
端

一

当
陽
蜥
二出
須
弥
杜
一

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

皿

鴻
慈
改
削
魏

鰐

雷
槌
交
γ響
斧
斤
寒

百
万
人
天
合
掌
看

東
陽
は
萌

応
元
年
季

獅
誤

+
月
苦

在
・妙
・心
諜

堕

受
γ請
以
=十

一
月
二
十
八
日
一」
、
濃
州
賀
茂
郡
八
百
津
の
不
二
庵

に
入

っ
た
。
(無
孔
笛
)
後
の
大
仙
寺
で
あ
る
。
然
る
に
い
く
ば
く

も
な
く
、

州
の
牧
、

土
岐
成
頼
が
、

山
県
郡
三
輪
の
地
に
、

定

慧
寺
を
創
し
て
迎
請
し
た
為
、.
更
に
こ
れ
に
入
住
す
る
事
と
な

っ

た
。定

慧
寺
創
立
の
年
時
は
、

『妙
心
寺
史
』

に
も
、

特
に
明
記
は

し
て
い
な
い
が
、

「定
慧
寺
創
立

の
翌
年
六
月
三
日
、

成
頼
は
八

十
八
歳
を
以
て
」
卒
し
た
と
し
て
い
る
の
で
、
後
出
の

『妙
・10
寺

六
百
年
史
』
に
も
、
恐
ら
く

『
無
孔
笛
』
所
収
の
、
「
瑞
竜
寺
殿
」

の

「
真
儀
賛
」
に
見
え
る
、

「
明
応
六
年
」

の
文
字
か
ら
推
考
し
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た
の
で
あ
ろ
う
、
そ
の
東
陽
の
略
年
譜
に
、
紀
元

「
二

一
五
六
-

明
応
五
年
ー
美
濃
定
慧
寺
開
祖
」
と
な
る
と
記
し
て
い
る
。

東
陽
は
果
し
て
、
瑞
竜
寺
殿
卒
去
の
前
年
で
あ
る
、
明
応
五
年

(
一
四
九
六
)
に
、
定
慧
寺
に
入

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
私

の
第

二
に
問
題
と
し
て
、
取
上
げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
上
記

「
真
儀
賛
」
に
も
、
詳
し
く
は

「
明
応
六
年
嵯
夫

何
時
丁
巳
四
月
大
事
了
畢

(申
略
)
劫
石
設
隣
真
儀
長
吉
」
と
見
え

て

い
る
以
上
、

『
妙
心
寺
史
』
の

「
六
月
三
日
」
が
、

明
ら
か
に

四
月
三
日
の
誤
植
で
あ
る
ら
し
い
と
い
う
事
は
、

『
土
岐
系
図
」

の

次
郎
美
濃
守
左
京
大
夫

成
頼

将
軍
家
拝
賀
之
時
供
二奉
後
陳
凶明
応
六
年
丁
巳
四
月
三
日
卒
。

法
名
宗
安
。
号
瑞
竜
寺
。
道
号
国
文
。

を
挙
げ
る
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
兎
も
角
成
頼
が
、
明
応
六
年

(
一
四
九
七
)
に
卒
し
た
点
に
就
て
は
首
肯
出
来
る
。
け
れ
ど
も
、

そ
れ
が

「
定
慧
寺
創
立
の
翌
年
」
で
あ
っ
た
と
主
張
し
得
る
証
拠

は
、

一
体
何
処
に
存
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
に
私
は
、

「寛
永
三
年
仲
呂
上
旬
」
、

「
中
島
久
兵
衛
刊
」

に
か
か
る
、
活
字
本

『
新
編
江
湖
風
月
集
略
註
」

の
蹟
記
を
提
起

す

る
。
理
由
は
、
こ
の

『
略
註
」
が
、
実
は
東
陽
の
附
註
本
で
あ

る
か
ら
で
あ
る
。

(上
略
)
予
帰
=老
干
岐
山
下
一
明
応
三
年
癸
丑
之
秋
依
二
茶
話
一

(
以
)

目
商
略
而
猶
未
ン了
文
亀
三
年
癸
亥
之
冬
於
=
少
林
野
寺

一
重
共

切
磋
遂
以
終
γ
之
玉
本
無
γ蝦
彫
γ文
喪
γ徳
鳥
呼
重
々
敗
閾
了
也

東
陽
隻
践

文
辞
に
、
小
錯
誤
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
事

に
就
て
は
、
後
に
触

れ
る
と
し
て
、
何
よ
り
も

「
帰
二老
干
岐
山
下
一」
の
字
句
に
着
目

さ
れ
た
い
と
思
う
。
此
処
に
見
え
る

「
岐
山
」
と
い
う
表
現
は
、

疑

い
も
な
く

「
岐
陽
」
の
山
岳
と
の
意
を
表

し
た
中
華
風
の
雅
辞

で
あ
ろ
う
け
れ
ど
、
さ
す
が
土
岐
氏
の
出
身

で
あ
っ
た
だ
け
に
、

東
陽
は
こ
の

「
岐
山
」
の
文
字
を
以
て
、
微
妙
に

「
岐
阜
」
と
使

い
分
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
彼
は
、
「
岐
山
」
な
る
文
字
も
、

叉

「
岐
阜
」
の
文
字
も
、
常
に
限
定
し
た
も

の
に
就
て
だ
け
、
使

用
し
て
お

っ
た
と
見
え
る
の
で
あ
る
。

『少
林
無
孔
笛
』
の

「
住
二濃
州
法
雲
山
定
慧
禅
寺
一語
」

に
依

り
検
討
し
て
み
る
に
、
先
ず

「謝
語
開
堂
」

に
、

更
惟
両
員
座
元
禅
師
或
痩
一一尽
黄
蘂
七
尺
身
一
宏
=
開
金
粟
方
丈

室

一或
母
7必
二
真
正
見
解
一
自
然
蕪
籍
風
流
愈
言
岐
山
九
苞
有
γ

待
二萬
門

一
躍
一

と
見
え
、
続
く

「
元
旦
上
堂
」
に
も
、

叉
手
云
玉
積
=
騰
前
雪
一花
含
二
天
下
春
一岐
山
鳳
鳳
瑞
先
応
=
太

平
辰
一

と
見
え
、
「
冬
節
示
衆
」
を
置

い
た

「歳
旦
上
堂
」
に
も
、
亦

古
公
岐
下
旧
山
河

一
樹
巣
陰
添
γ閏
多
仏
法
新
年
無
一一別
事
一
金
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衣
緩
奏
太
平
歌
朔
罷

構

辰

と
見
え
て
い
る
。

又
、
『無
孔
笛
』
の
偶
頒
に
就
て
調

べ
て
も
、
「
法
山
寓
懐
」
に

次

い
で
、

不

二
庵
で
の
作
と
思
わ
れ
る
、
「篭
居
偶
作
」
、

「
偶
題

二
首
」
の
あ
る
そ
の
後
に
、

岐
下
偶
作

三
国
山
河
是
故
郷
物
移
星
換
似
=
殊
方

一担
夫
爾
汝
漁
争
γ
席
露

柱
呵
呵
笑

{
場

が
見
え
る
の
で
あ
る
。

之
に
対
す
る

一
方
の

「
岐
阜
」

に
就
て
の
事
例
i

『無
孔
笛
』

に
三
ケ
所
ほ
ど
見
え
る
ー
は
、
今
こ
こ
に

一
々
挙
示
し
な
い
が
、

「
岐
山
下
」
乃
至

「
岐
下
」

の
指
す
所
が
、

一
に
定
慧
寺

の
所
在

で
あ

っ
た
と
い
う

事
は
、

最
早
知
ら
れ
た
事
で
あ
ろ
う
。

然
る

に
、

既
述
の
通
り
、

「定
慧
禅
寺
語
」
の
法
語
の
配
列
に
着
眼
し

て
み
る
と
、
「
二
月
有
γ
閏
」

の
明
応
五
年

(
一
四
九
六
)
「歳
旦
」

か
ら
逆
算
し
て
行
け
ば
、
前
々
年
と
覚
し
き
同
三
年

(
一
四
九
四
)

の
某
月
某
日
に
、
東
陽
は
入
住
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
又

「
住
・不
二
輩

語
」
を
参
考
し
て
敵

「櫛
諜

」
の

「
入

奄
」
に
初
ま

っ
て
、
「
山
僧
今
年
六
十
六
」
の
、
「
歳
旦
示
衆
」
に

終

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
考
え
て
来
る
と
、
先
の

『風
月
集
略
註
』
に
、
「
帰
二老
干

岐
山
下

一
明
応
三
年
癸
丑
之
秋
依
二茶
話

一
目
商
略
而
猶
未
γ
了
」
、

た
め
に
後
年
、
新
加
納
の
少
林
寺
に
於
て
推
敲
を
加
え
、
終
に
成

功
し
畢

っ
た
と
語

っ
て
い
る
事
も
、
成
る
程

と
よ
く
納
得
出
来
る

で
は
な
い
か
。

又
、

『
正
法
山
六
祖
伝
』
併
収
の

『妙
心
寺
記
』

践
文
に
、

明
応
五
年

丙
辰

春
王
正
月
日
嗣
法
小
師
英
朝
粧
香
百
拝
謹
書
=

干
岐
山
之
下
凶

と
あ
る
も
の
も
、
亦
さ
こ
そ
と
理
解
出
来
る
で
は
な
い
か
。

些
事
な
が
ら
、
言
及
し
て
お
い
た

『
略
註
』
の
文
字
の
誤
に
就

て
は
、

一
見
如
何
に
も

「
三
年
」
の

「
三
」

の
字
が
、

二
の
字
の

誤
で
あ
っ
た
か
に
思
わ
れ
る
事
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

『無
孔
笛
』

の
偶
顛

「
達
鷺

」
の
項
旨

を
や
る
と
、

「瑚
応
蛋

蔽
」
と

註
記
し
た

一
偶
が
す
ぐ
に
見
あ
た
る
。
達
磨

忌
は
十
月
五
日
、
即

ち
当
時
の
習
俗
上
か
ら
は
冬
な
の
で
、

「
明
応
二
年
癸
丑
」
の
冬

に
、
東
陽
が
ま
だ
不
二
庵
に
い
た
事
が
知
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

彼
は
そ
の
後
に
、
岐
山
下

へ
帰
老
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
風
月
集

　

む

の

「
商
略
」
も
、

「
三
年
」

甲
寅

「
之
秋
」

だ

っ
た
と
い
う
な
ら

む

頷
け
て
も
、
遡

っ
た
二
年

「
癸
丑
之
秋
」

で

は
絶
対
あ

り
得
な

い
。

随

っ
て
、
「
三
年
」

の
文
字
は
、

そ
の
ま
ま
で
正
し
い
も
の

と
考
え
ら
れ
、

「癸
丑
」
の
方
が

甲
寅
の
誤

で
あ
る
と
さ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
の
で
、
誤
の
起
因
は
た
ま
た
ま
干
支
を
忘
却
し
て
い
た

老
和
尚
の
、
ま
さ
し
く

「
敗
闘
」

で
あ

っ
た
も
の
と
、
私
考
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
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以
上
考
察
の
結
果
と
し
て
、
私
の
言
わ
ん
と
す
る
も
の
は
、
東

陽

は
明
応
三
年
、

(
一
四
九
四
)
土
岐
成
頼
の
草
創
し
た
、
定
慧
寺

に
入

っ
た
と
い
う
事
で
あ
る
。
又
そ
れ
故
に
、
そ
れ
は
成
頼
卒
去

の
、
三
年
前
の
事
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。


